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Summary. As part of a natural historical regearch project on Riehiri and Rebun lalands, Hokkaido,

northern part of |apan, the helminth fauna of 15 species of the wild birds collected on the both ielands

wereinvestigated. Fourhematodq,viz.,Plagior&isruulosus(tld:Hirwdorustiu),Apordlrssp,Qlosts:

Pagophila alfu and Ctorhinca monocerala), Echinostomatidae gen. 8p. (Host Imus schisti*gus), and

Strigeidae gen. sp. (Hosl: Phalarocmu capillatus); and 7 nematodeei viz.. Eucoleus contortus (flost: L.

sdrbtixgus),Cothaueatmspiatligrum(Ilost:P. caVillatus),Pnaawiasp. Glost L, s&tsti.ugusl,Desportesius

triaenudu(Host:.Ixobrydrus sinensis), Cosnoceplulus oboelatus (Host: L. schishsagus), Aproctidae gen. sp.

(Hoet Otus sunia) and Subulura Bp, (flost:O, sunia)i were obtained, and the figures of these helminths

were given. Among them, Aporchis ap., Eucoleus attortus, and Desportesius triaenuchait are the first

geographical records in Japan,

1.は じめに

平成 10年度利尻島調査研究事業の自然史研究の

一環として、利尻島およびネL文島で捕獲された鳥類

の寄生嬌虫類 (扁形動物円の吸虫類・条虫類、線形

動物円および釣頭動物円の総称)の検索をした。日

本産鳥類については、約 4∞ 種の嬌虫類の記録があ

るが (Uchida ct al,1991;長 谷り:|・ 浅川、1999)、

いまだに未知の部分が少なくない。今回、利尻島お

よび札文島の鳥類に注目した理由は、両島の鳥類相

は北海道本島ではあまり記録のないヤッガシラをは

じめ珍しい鳥類を含むのが特色であること、しかし、

最近、ウミネコの大規模なコロニー形成されたなど

の変化が認められたことなどが、寄生嬌虫相に何ら

かの影響が予想されたからである (小杉、1992;Jヽ

杉ら、1998;藤巻、1995)。 ここではその途中経過を

示すが、寄生嬌虫類の日本新記録および新宿主記録

を含む若干の新知見を得ることができた。



浅川満彦・松本紀代恵・佐藤雅彦

2 材料と方法
今回、寄生虫学的検討をした鳥類は、表 1に示し

た15種 17羽であつた。対象とした鳥類は死体とし

て発見されたか、あるいは生体で保護され利尻町立

博物館で飼育後死亡したもので、いずれも冷凍保存

された。すべての鳥類個体について、利尻町立博物

館内で浅川と佐藤が登録と測定、仮剥製作製後、そ

れぞれの内蔵をエタノール固定、保存し、寄生虫の

検査材料とした。なお、鳥類の仮剥製標本は利尻町

立博物館に登録保存されている。寄生虫の取り出

し、同 標本の作製および同定は、酪農学園大学獣

医学部寄生虫学教室にて、以下の要領に従い実施

し、主に浅川と松本が従事した。鳥類の諸臓器と消

化管について、浅川 (1997)の検査方法により肉限

あるいは実体顕微鏡下で精査した。検出された吸虫

と条虫は、常法に従って、700/oエ タノールにて圧

扁・固定された後、カーミン染色を施し、エタノー

ルで脱水、キシレンで透徹し、カナダバルサムにて

封入し、永久プレパラート標本を作製した。また線

虫は、700/o■タノールにて固定・保存された後、ラ

クトフェノール液で透徹した。同定のために顕微鏡

描画装置を用い、形態学的検討と測定を行つた。同

時に、顕微鏡写真撮影装置にて、虫体各部の写真撮

影を行った。

3.結果と考察

以下に、今回検出された嬌虫種についてまず記述

する。

a)吸虫類

1)Prを。rchぉ macurosus(斜睾吸虫科 Plagiorch五 ―

dae)(図 1):ツバメの小腸から11個体が検出され

た。本属は精巣 (=睾丸)が斜めに配置されること

から、「斜睾吸虫」と称される。本種は本州のッパ

メ、コシアカツバメ、シヨウドウッバメおよびキセ

キレイで既に報告されている lYamaguti,1939)。 ま

た、日本産ッパメの越冬地である東南アジアでもこ

の吸虫はッバメから多く見つけられている(Fischthal

and Kuntz,1972)。

2)均
"rcLゴ
s sP.(棘 口吸虫科 Echinostomatidae)

(図 2から4):ウ トウ (As755)と ウミネコの小腸

からそれぞれ2お よび 1個体が検出された。この虫

体は10mmを越える非常に細長い吸虫で (図 2)、 精

巣が後方にあること、子官が体長のほぼ2/3に達

すること、卵黄腺が精巣の部分には認められないこ

と、虫卵の一方にフイラメントが認められること

(図 4)が均
"К
his属の特色である。概して日吸盤

周囲の棘は小さい (図 3)。 今回、ウトウとウミネコ

から検出された種が同じであるか否かの検討は、ウ

ミネコから検出された標本が破損しており困難であ

る。次回のウミネコの再調査に期待 したい。

均"rchお
属はヨーロツパ各地の特にカモメ科を中心

とした鳥類からの報告はあるが (Bartoli and Prevot,

1976;Sitko,1993;Kostadinova,1997)、  日ラトではラヽ

報告である (Uchida ct al,1991)。 APο rcんs属の生

活史は不明であるが、形態学的に近縁であろうと想

像されるffimasthfa属 では、まず海産腹足類の中で

幼虫セルカリアになり、このセルカリアがイタヤガ

イなどの外套膜で被嚢化して経目的感染の機会を待

つ (Schell,1970)。 おそらく均
"rcLお
属の場合も同

様な感染経路を辿ると考えられる。すなわち、ウト

ウとウミネコヘの感染は、このような幼虫の被嚢し

た貝類の補食により成立したのであろう。

3)Echinostomatidae gen.sP。 (図 5と 6):オ オ

セグロカモメの小腸から2個体検出された。形態

(図 5)お よび終宿主からスcantiο″ψ んum属あ

るいはEc力hopa7Paum属に近似であろうと考え

られるが (Schell,1970)、 口吸盤周囲の棘数が31(図

6)と 従来の形態学的特徴が異なるので属決定を保

留した。

4)StHgeidae gen,sP.(図 7):ウ ミウのガヽ腸から

約 140個検出された。体卵黄腺の分布と体前部と後

部の比率からすると、Cο句″uru属、Reudopatemon

属およ 、ヽ atemm属のいずれかであろうと考えら

れるが、体後端部生殖日の構造が不明のため属は保
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表 1 寄生嬌虫類を検査した利尻島産鳥類

種名 RTMB   ハ
`
年月日 場所 発見者他

ウミウ

ササゴイ

ョシゴィ

ウミネコ

オオセグロカモメ

ウトウ

ウトウ

コノハズク

コノハズク

ヤツガシラ

クマグラ

ツバメ

ノビタキ

オオルリ

マミジロビタキ

アオジ

アトリ

Phalrcrcconx capilhtus
Ardcola stitte
Itobrychus incnsis
Pagophila alba

I-ans schistisagus

Cetortiaca monoccnta
/,

Otus sunia

Upupa cpops

Dtycopus manius
Hirundo nstica
Saxicole torquat.
C\an o p til z cyen o melan z

Ficcdula zztthopygia
funberiza spdocgphela

Fringilla montifriagilla

姫沼

礼文久種湖

種富

利尻某所

仙法志

鴛泊

杏形森林公園

湾内?

礼螂 湖

鶯泊

仙法志オ郷

仙法志

利尻高校

杏形

仙法志公民館

杏形

利尻富士町役場委託

中島氏発見

田村氏発見

救護個体

吉田産業委託

吉村氏・加藤氏発見

小杉氏発見

不明

不明

…

見

不明

佐藤氏発見
エビナ氏発見

宮崎氏発見

佐藤氏発見

張閾氏発見

７０
７７３
７６‐
７８５
７８４
筋
爾
筋
７６３
２
７８８
観
爾
″
雄
知
“

199`■ 2」
~利
戻高再岸    吉村氏死体発見

173

170

177

176

164

175

166

172

174

178

167

163

165

171

169

168

19984.30

1997.10.11

1997.8.24

1997秋

1997.7.31

1997.7.21

1997.5.7

19975.11

1"8.4.8

1997.8.28

1998.4.29

19975.24

1"7.5.7

1'り 75.8

1997.9.18

19984.28

RIIMB:利尻町立博物館登録番号、As:減川が使用している登録番号

留した。日本産鳥類からはAPatemon属をはじめ5

属の St五geidae科 吸虫が知られるが (uchida ct 41,

1991)、 ウミウ含め日本産ウ科からSt五 geidac科吸虫

が報告されたのは初めてである。

b)条虫類

今回の検討では、ササゴイ、クマゲラおよびツパ

メの小腸から条虫が検出されたが、クマグラのもの

を除けば老熟片節のみで同定に耐えられなかった。

クマグラから検出された標本の頭節は (図 8)、 既

に日本産キッッキから報告のあるスmοebο
“
enfa属

などの両鱗条虫科 DllcPididacに似るが、固定の状

態が悪く詳細な観察は不可能であった。クマグラが

常食とするヤマアリ類に幼虫が寄生する条虫類の一

種であろうか。これまでにクマグラにおける寄生嬌

虫の報告はなく、今後の調査に期待したい。

c)線虫類

1)Eucoreus contortus(毛細頭線虫科 Capillaril

dac)(図 9か ら 12):オ オセグロカモメの食道粘

膜下から雌雄各 1個体ずつ検出された。食道細胞

(図 9と 10)と 雄尾部 (交接刺とその鞘含む :図 11)

の形態からEucdms属線虫であり (Moravec9 1982)、

世界各地のカモメ科含む種々の鳥類から報告のある

E contortusと 同定された lSluiabin et江 ,1957:ただ

しこの文献では TrlomJtt con勧磁 という種名で記

されている)。 日本産鳥類においてこの属の線虫と

考えられる種は、交接刺鞘に棘を有することおよび

雄尾端の形態から三重県のフクロウから報告された

‖
CaPilraria tenuFssfma‖ である lYmagud,1941)。 本

種との異同を更に検討 したい。なお、オオセグロカ

モメを含む日本産カモメ科から毛細頭線虫科が検出

された記録はない (Uchida er al,1991)。

2)COn“caecumッゴculigemm(ア ニサキス科

Anisakidac)(図 13か ら 15):ウ ミウの胃から 108

個体が検出された8腸盲嚢が食道に併走し、胃部後

方に胃盲嚢が認められたことから(図 13)、 H― ilch

(1974)の Con“
“
ecu"属 とされた。日本産ウミ

ウには、この属の線虫は3種知られるが lYamaguti,

1941;UcHda et al,1991,格 木ら、1996)、 交接刺が

左右等長で 6.6nlm、 虫卵力■1ぼ円形で直径601tm(図

15)であつたことから、CPたuterumと した力
'ヽ
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図 1～ 8 利尻・ネL文産鳥類の吸虫・条虫類  1-PragiorcLi macゴ osus、 2～ 4-ApοJtt sp.(3は口

吸盤周囲、4は虫卵)、 5と 6-Echinostomatidae gen.sp.(6は 口吸盤周囲)、 7-Strigddae gen.sP.、 8

-ク マグラから検出された条虫頭節 (スケールはいずれも 100μm)
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日9～ 18 利尻 。ネL文産鳥類の線虫類 (その1)9～ 12-E“Jtt contom (9は頭部、10は食道基部、
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雄尾部の乳頭をより詳細に検討 し同定を確定した

い。

3)乃
“
cutta sP。 (アクアリア科 Acuariidac)(図

16から18):オオセグロカモメの胃から56個薇

出された。本属線虫は北海道産オオセグロカモメに

普通に寄生するが (Machid■ 1967)、 種の同定はな

されていない。日外の報告と比較しつつ種の同定を

実施したい。

4)DesPο reJus triaenucrla(ァクァリア科Acuぶ i‐

dac)(図 19か ら24):ヨ シゴイの食道から胃にかけ

て 46個体が得られた。交接刺の形態から2面
`o

nuchaと 同定された (Wong and Andeson,1986)。

Dewοreslus属線虫はハマトビムシのような端脚目

が中間宿主として、また種々の魚類が待機宿主とし

てそれぞれ知られ lAndeson and Wong,1982)、 日

本各地のコサギやアマサギなどのサギ科に普通に寄

生するが (Iv7aki and Masuda,1998)、 a triaenu“ a

は日本新記録である。

5)Cosmο ceph」 us οprams(ァ クァリア科 Acu‐

罰 dac)(図 25と 26):オ オセグロカモメの食道から

雌雄各 1個体検出されたが、雌虫体尾部は破損して

失われてしまった力S、 コルドンの形態からC οby●

ra8usと 同定した (Barus et al,1978)。 C οbveratus

は既に北海道産オオセグロカモメとセグロカモメか

ら報告されているように (Machid■ 1967)、 カモメ

科を本来の宿主とするが (Anderson and Wong,

198ヽ Lepdev et江 ,1990)、 札幌市立円山動物園で

死亡したイフトビベンギンからも見つかっている

(Azuma ct江,1988)。 本属線虫は端脚目が中間宿主

として、また魚類や爬虫類が待機清主としてそれぞ

れ知られる lWong and Andeson,1982;Ve■ kanov9

1984)。

6)AProctidac gen.sp.(AProctOidCa上 科)(図

2ケから30):2羽のコノハズクの腹腔から障雄各 1

個体検出された。交接刺が等長で、口腔が短く、食

道が2分されないことからS9u卸組 曇a属に近い

と考えられる (Anderson and Bain,1976)。 しかし、

糸状虫類とその近縁グループは鳥類の腹腔によく寄

生し、種も多様なことが知られるが、日本での報告

は少なくより詳細に検討したい。なお、日本産オオ

コノハズクからはHamatοψJcurum属 (DiplotH‐

aenoidea上科)が報告されるが lYmaguti,1941)、

交接刺が著しく不等長である。

7)Suburura sP.(ス プルラ科 Subulu五dac)(図 31

から34):2羽 のコノハズクの胃から離雄合計 13個

体が検出された。日本では,cοtumicis力=ウズラか

ら報告された以外 lYmaguti,1941)、 鳥類から本属

線虫が報告されたことはない (Uchida et江 ,1991)。

8)線虫第 4期幼虫 :ササゴイの胃から雄 1お よ

び雌 2個体の幼虫を得たが、同定は困難であり保留

した。

d)ま とめ

以上のように、今回、寄生嬌虫類の種がもっとも

多く検出された宿主は、オオセグロカモメで 4種、

そしてウミウ、ササゴイ、コノハズクおよびツパメ

が2種、他は 1種であった。一方、As774の ウトウ、

ヤツガシラ、それにツパメを除くスズメロ全種、す

なわちノビタキ、オオルリ、マミジロビタキ、アオ

ジ、アトリからは寄生嬌虫類力'認められな
かつた。

コノハズクから見つかつた線虫類 Suburu“ sP。 と

AProctidae gen.sP.は、昆虫類を中間宿主とし (前

者は鞘翅日、後者は直翅目)、 終宿主には経目的に

摂取 されて感染が成立することが知 られる

(Ande応 on,1992)。 しかし、コノハズクは昆虫食の

フクロウロであるものの、日本ではこれら線虫が報

告されていない(Uchida ct江,1991;浅川ら,1991)。

利尻島内の異なった場所で発見されたコノハズク2

羽にこれら2種線虫が検出されたことは、利尻固有

の昆虫相力'影響
しているのかも知れない。

カモメ科を本来の宿主とする寄生嬌虫としては吸

虫類 4Porchお SP・、線虫類 &"cuaJa sP.や Cο鋼 o‐

cep■arus Obveratusな どが今回検出されたが、これ

ら寄生虫はいずれも無脊椎動物を中間宿主としてい
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21
9

20

図 19～ 26 利尻・礼文産鳥類の線虫類 (その2)19～ 24

21は頭端部正面、22と 23は雄尾部、24は雌尾部)、 25と 26

は雄尾部)(ス ケールはいずれも 100μm)

一Despα由血s trinenucL`(19と 20は頭部、

一Cosmocep■ 」us obverams(25は 頭部、26

24
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る。カモメ科、特に利尻ではウミネコが有害駆除の

対象とされるが (小///ら 、 1998)、 これら駆除個体

を中心とした詳細な寄生虫学的調査は、利尻のウミ

ネコがどのような動物を嗜好するのかを知ることも

できる。

日本における陸上脊権動物の寄生嬌虫相の本格的

な研究は、山口左仲により1930年代に開始された。

しかし、寄生嬬虫の生物地理学的検討や宿主自体の

生態学的情報を提供できうるほどの情報量は、一部

の両生類と哺乳類を除き皆無といえるのが現状であ

ろう (長谷川・浅川、1999)。 しかし、今回のよう

なような調査が継続的に実施されれば、寄生嬌虫相

から鳥類の生態や生物地理などの側面についても示

唆的な見解が得られるであろう。今後の調査に期待

28

32

34
図 28～ 34 利尻 ネL文産鳥類の線虫類 (その3)27～ 30-Aproctidae gen.sP・ 127は雄頭部、28は雌

頭部、29は頭端部、30は雄尾部)、 31～ 34-Suburura sP.(31は 頭部、32は頭端部、33は体中央部表面、

34は雌尾部)(ス ケールはいずれも 100μm)
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利尻島および礼文島で発見された鳥類の内部寄生嬌虫類 (予約

したい。
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